
特
集

「
蘇
れ

千
里
山
会
」

編
集
部
(
萩
原
)

現
状
の
把
握

ま
ず
下
の
千
里
山
会
総
会
出
席
者
数

・
会
費
納
入
者
数
及
び

期
末
繰
越
金
の
推
移
表
を
ご
覧
下
さ
い
。
そ
の
全
て
が

M
年
度

を
ピ
!
ク
に
直
線
的
に
減
少
に
転
じ
て
い
ま
す
。
昨
年
度
の
繰

越
金
は
口
万
円
で
，
昨
年
の
会
誌
印
刷
費
が

村
万
円
を
超
え

て
お
り
ま
す
。
こ
れ
に
会
誌
郵
送
費
用
を
加
え
る
と
今
後
は
発

行
で
き
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

一
方
，
「
千
里
第
二
小
学
校
も
の
が
た
り
」
(
三
)
で
も
報
告

し
ま
し
た
が
，
こ
の
東
京
近
郊
在
住
者
を
母
体
と
す
る
千
里
山

会
の
存
在
は
地
元
千
里
山
で
大
き
く
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て

い
る
の
を
感
じ
ま
し
た
。
実
態
は
か
な
り
危
ぶ
ま
れ
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
。

ま
ず
会
員
の
皆
様
に
現
実
を
直
視
し
て
い
た
だ
き
，
と
も
に

改
善
策
を
模
索
し
て
い
き
た
い
と
思
い
特
集
を
組
み
ま
し
た
。

千里山会会費納入者数・総会出席者数・期末繰越金

年度 会費納入者数 総会出席者数 期末繰越(千円)

2001 236名 109名 876干円

2002 300名 119名 734千円

2003 304名 96名 707千円

2004 303名 108名 1，113千円

2005 264名 101名 1，049千円

2006 238名 84名 979千円

2007 229名 81名 712千円

2008 221名 77名 561千円

2009 194名 60名 332千円
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現
状
の
分
析

再
び
下
の
表
の
卒
業
年
次
別

(5
年
括
り
)
の
総
会
出
席
者

数
を
見
て
下
さ
い
。
こ
の
表
か
ら
は
い
わ
ゆ
る
団
塊
の
世
代
以

降
の
出
席
者
が
極
端
に
少
な
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

団
塊
世

代
に
加
え
，
千
里
山
駅
東
側
の
公
団
住
宅
や
郊
外
学
園
周
辺
の

開
発
に
伴
い
千
二
小
の
急
激
な
学
童
増
の
時
期
で
も
あ
り
ま
す
。

そ
れ
と
区
分
が

5
年
括
り
の
た
め
に
わ
か
り
に
く
い
の
で
す

が
，
実
は
ど
の
括
り
に
も
毎
年
出
席
者
が
多
い
学
年
と
，
逆
に

毎
年
出
席
者
ゼ
ロ
の
学
年
が
あ
り
ま
す
。
ど
う
せ
出
席
し
て
も

同
級
生
が
い
な
い
，
あ
る
い
は
少
な
い
た
め
に
面
白
く
な
い

と
い
っ
た
悪
循
環
に
陥
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
?

ほ
と
ん
ど
毎
年
出
席
者
が
ゼ
ロ
の
学
年

げ
回
生
，

M
回
生
，
日
回
生
，

刊
回
生
，

U
H

回
生

毎
年
出
席
者
の
多
い
学
年

ぱ
回
生
，

m
回
生
，

μ
回
生
，

生

何
回
生
，

幻
回
生
，

32 
回

改
善
策
に
向
け
て

先
に
も
述
べ
ま
し
た
よ
う
に
ま
ず
会
員
の
皆
様
に
実
情
を
知

っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
先
決
と
考
え
ま
し
た。

今
回
の

こ
の
会

誌
が
発
行
で
き
る
か
ど
う
か
で
す
の
で
そ
ん
な
に
時
間
が
あ
る

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん。

そ
こ
で
今
年
の
初
め
に
で
き
る
だ
け
多
く
の
年
代
に
渡
っ
て

均
等
に
選
ば
せ
て
い
た
だ
い
た
的
名
の
方
々
に
，
メ
ー
ル
あ
る

い
は
葉
書
で

「
千
里
山
会
存
続
の
危
機
」

と
題
し
，

会
の
運
営

に
つ
い
て
の
率
直
な
ご
意
見
を
募
り
ま
し
た
。
こ
の
人
選
に
当

た
り
，
幅
広
く
均
等
な
年
齢
構
成
を
重
視
し
た
こ
と
や
私
の
認

識
不
足
か
ら
別
の
面
か
ら
は
妥
当
性
に
欠
け
た
点
が
あ

っ
た
か

と
思
い
ま
す
が
お
許
し
下
さ
い
。

そ
の
結
果
，
同

名
の
方
か
ら
運
営
に
つ
い

て
の
反
省
点
と
今

後
の
対
策
に
つ

い
て
の
ご
返
事
を
い
た
だ
き
，
そ
れ
ら
を
元
に

3
月
6
日
(
土
)
，
八
重
洲
倶
楽
部
で
拡
大
常
任
幹
事
会
(
同
名

出
席
)
を
開
催
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
は
白
熱
し
た
意
見
が
飛
び

交
い
，
と
に
か
く
総
会
等
に
つ
い
て
は
新
た
な
若
い
組
織
で
当

た
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の

一
連
の
動
き
を
報
告
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

卒業年度別総会出席者数(5年括り単位)

回生 03年度 04年度 05年度 06年度 07年度 08年度 09年度

1......10 6名 4名 6名 4名 3名 2名 0名

11......15 9名 16名 14名 11名 12名 12名 12名

16......20 22名 30名 23名 23名 19名 15名 17名

21......25 23名 18名 22名 10名 19名 16名 11名

26......30 23名 26名 23名 30名 19名 22名 9名

31......35 11名 10名 11名 5名 8名 7名 7名

36......43 2名 4名 1名 1名 1名 2名 4名

合計 96名 108名 101名 84名 81名 77名 60名
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葉
書
・
メ

l
ル
に
よ
る
ご
意
見

一
.
運
営
組
織
・
方
法
に
関
す
る
も
の

* 
常
任
幹
事
会
を
聞
き
，
意
見
を
集
め
そ
の
議
事
録
等
を

今
年
の
会
誌
に
掲
載
し
，
広
く
会
員
の
皆
様
に
危
機
意

識
を
持
っ
て
も
ら
う
。

世
話
人
代
表

・
常
任
幹
事
の
交
代
や
増
強
，
特
に
若
い

方
の
参
加
を
促
し
，
運
営
組
織
の
活
性
化
を
図
る
。

相
当
の
年
齢
差
が
あ
り

(ω歳
ぐ
ら
い

の
聞
き
が
あ

る
)，

双
方
に
共
通
性
を
求
め
る
こ
と
は
か
な
り
難
し
い
。

そ
こ
で
二
重
組
織
と
し
て
組
織
運
営
を
図
る
。

大
阪
の

「ち
さ
と
会」

と
交
流
を
深
め
，
情
報
交
換
や

意
見
の
交
換
を
図
る
。

徐
々
に
若
い
方
に
運
営
の
主
体
を
移
行
し
て
い
く。
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* * * * 二
.
総
会
・
懇
親
会
に
関
す
る
も
の

* 
マ
ン
ネ
リ
化
し
て
い
る
の
で
新
た
な
企
画
，
催
し
で
全



* 
員
参
加
の
会
に
し
た
方
が
い
い
。

会
場
・
料
理
を
見
直
し
，
総
会

・
懇
親
会
費
用
を
も
う

少
し
安
く
す
べ
き
。

時
折
，
講
演
会
や
コ
ン
サ
ー
ト
の
み
と
し
，

一
般
人
の

参
加
を
促
す
。
一

般
人
も
有
料
と
し
，
そ
れ
に
は
筒
井

康
隆
氏
等
の
著
名
人
に
も
参
加
し
て
も
ら
う
。

著
名
人
や
会
員
の
中
か
ら
そ
の
道
の
専
門
家
に
講
演
を

依
頼
し
，
生
活

・
人
生

・
健
康
に
役
立
つ
知
識
を
披
露

し
て
も
ら
う
。
出
席
者
の
満
足
を
得
ら
れ
る
催
し
を
企

画
す
る
。

総
会

・
懇
親
会
は
基
本
的
に
実
費
と
し
，
出
来
る
だ
け

安
く
し
，
同
時
に
小
額
寄
附
を
お
願
い
す
る
。

* * * 三
.
千
里
山
会
誌
に
関
す
る
も
の

* 
会
誌
の
簡
素
化
を
図
る
。
総
頁
数

・
カ
ラ

l
頁
を
減
ら

し
，
作
成

・
配
布
部
数
を
減
ら
し
出
費
を
減
ら
す
。

広
告
を
募
り
，
広
告
料
を
運
営
費
に
ま
わ
す
。

「
ち
さ
と
会
」
会
員
を
通
じ
大
阪
在
住
者
等
に
有
料
で

配
布
す
る
。
過
去
の
余
っ
た
会
誌
も
有
料
で
配
布
す
る
。

* * *

会
誌
に
つ
い
て
の
興
味
度
等
に
つ
い
て

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
は
「
最
近
の
会
合
は
あ
ま
り
お
も
し
ろ
く

な
い
。
一

部
の

一
流
学
校
，
一
流
会
社
経
歴
者
ば
か
り
の
集
い

に
な
っ
て
来
た
と
感
じ
ら
れ
る
」
と
い
っ
た
辛
口
の
批
判
も

拡
大
常
任
幹
事
会

実
施
日

場
所
出
席
者

平
成

m
年

3
月
6
日

八
重
洲
倶
楽
部

柿
崎
(
川
)
，
高
橋
景
(
日
)
，
清
水
(
凶
)
，
高

橋

一

(
げ
)
，
寺
津
(
劉
ぱ
)
，
久
保
(
日
)
，
大

森
(
れ
)
，
尾
川
原
(
口
)
，
平
川

(
幻
)
，
佐
怒

賀
(
片
山
口
)
，
河
井

(
M
)
，
河
合
(
五
十
嵐

μ
)
，

奥
田

(
μ
)
，
村
岡
(
日
)
，
高
見

(
幻
)
，
萩
原

(
幻
)
，
石
井
(
幻
)
，
益
田
(
刊
)

以

上

敬

称

略

(
土
)

1
3
時

1

(
回
生
)

約
2
時
間
半
に
わ
た
り
，
①
会
費
の
納
入
不
足

②
支
出
の

* 
会
費
滞
納
者
へ
の
会
誌
配
布
は
辞
め
る
。
(
3
年
以
上
の

滞
納
者
を
目
途
と
す
る
)

会
誌
の
発
行
を
し
ば
ら
く
休
止
と
す
る
か
隔
年
と
す
る
。

会
費
H
会
誌
の
感
が
強
い
の
で
，
会
費
を
増
額

(
3
千

円
程
度
に
)
す
る
。

著
名
人
に
寄
稿
を
依
頼
し
付
加
価
値
を
高
め
，
最
終
的

に
は
会
費
納
入
者
を
増
や
す
。

* * * 以
上
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
実
現
可
能
な
も
の
や

不
可
能
と
思
わ
れ
る
も
の
も
含
ま
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
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久
保
様
(
初
)
実
施
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

「
千
里
山
会
存
続
の
危
機
」
と
題
し
て
ご
意
見
を
伺

っ
た
中

に
久
保
様
が
お
ら
れ
ま
す
。
久
保
様
ご
自
身
は
こ
の
よ
う
な
少

し
過
激
な
行
動
を
好
ま
れ
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
，
日
回
生
で

名
簿
に
名
前
が
載
る
幻
名
の
方
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取

っ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
回
収
率
は
約
半
分
と
の
こ
と
で
し
た
が

*
千
里
山
会
に
出
席
し
た
い

・
し
た
く
な
い
理
由

抑
制
③
会
運
営
組
織
の
改
正

・
増
強
④
今
後
の
会
誌
発
行

方
針
に
つ
い
て
の
打
開
策
を
打
合
せ
ま
し
た
。

そ
の
結
果
は
次
の
通
り
で
す
。

①

会
費
の
納
入
不
足

*

新
会
員
の
増
加
を
今
ま
で
以
上
に
図
る
。

し
て
千
三
卒
業
生
に
も
声
を
か
け
る
。

地
元
在
住
の
方
の
ご
子
弟
で
東
京
近
郊
在
住
者
を
紹
介

し
て
い
た
だ
き
，
勧
誘
に
努
め
る
。

そ
の

一
環
と

* 
②

支
出
の
抑
制

*

総
会
案
内
は
今
ま
で
通
り
会
誌
と

一
緒
に
発
送
し
，
メ

ー
ル
便
等
の
安
い
方
法
を
実
施
。
メ
ー
ル
便
の
規
制
を

検
討
し
，
合
法
的
方
法
で
行
う
。
(会
費
振
込
用
紙
等
は

同
封
出
来
な
い
と
い
っ
た
規
制
が
あ
る
。
)

会
誌
そ
の
も
の
に
関
す
る
支
出
抑
制
に
つ
い
て
は
④
で

述
べ
る
。
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* 
③

会

運
営
組
織
の
改
正

・
増
強

*

大
森
世
話
人
代
表
に
つ
い
て
は
新
世
話
人
代
表
が
決
ま



今
年
の
総
会

* 
る
ま
で
暫
定
的
に
継
続
し
て
い
た
だ
き
，

ま
で
に
新
世
話
人
代
表
を
選
ぶ
。

柿
崎
常
任
幹
事
が
退
任
さ
れ
，
現
状
は
奥
田
氏
・
萩
原

氏
の

二
人
と
手
薄
に
な
っ
て
い
る
。
新
規
常
任
幹
事
を

増
や
し
組
織
化
し
，
一
人
の
負
担
を
軽
減
す
る
。

総
会
・
懇
親
会
に
つ
い
て
は
石
井
氏
・
一
井
氏
・
増
田

氏
が
中
心
と
な
り
，
来
年
か
ら
の
会
場
選
定
や
今
年
を

含
め
会
の
活
性
化
と
料
理
等
を
工
夫
し
少
し
で
も
安
く

す
る
方
向
で
検
討
す
る
。
(
ビ
ュ
ッ
フ
ェ
ス
タ
イ
ル
等
)

* 
④
今
後
の
会
誌
発
行
方
針

*
川
頁
を
超
え
る
よ
う
な
会
誌
は
か
え
っ
て
読
む
側
に

拒
否
感
を
与
え
る
。
印
刷
，
製
本
代
も
寓
む
の
で
川

i

川
頁
程
度
と
し
，
超
え
る
分
は
翌
年
に
廻
す
。

印
刷
・
製
本
屋
は
複
数
探
し
，
よ
り
安
い
所
を
使
う
。

カ
ラ

l
頁
を
減
ら
し
て
単
価
を
下
げ
る
。

規
定
年
数
以
上
に
渡
り
会
費
未
納
の
方
に
は
配
布
を
辞

め
る
。
ま
た
寄
贈
先
も
限
定
す
る
。

会
誌
H

会
費
と
意
識
し
て
い
る
方
が
多
い
た
め
，
会
誌

の
休
刊
や
隔
年
発
行
は
現
実
的
で
は
な
く
，
寄
附
を
お

願
い
し
て
で
も
毎
年
続
け
て
い
く
。

* * * * 

そ
の
後
の
活
動

3
月
6
日
の
拡
大
常
任
幹
事
会
開
催
後
，
石
井
氏
，
増
田
氏

に
一
井
氏
(
口
)
が
加
わ
り
，
パ
ソ
コ
ン
上
で
の

S
K
Y
P
E

で
討
論
会
が
持
た
れ
，
特
に
総
会
・
懇
親
会
の
進
め
方
に
つ
い

て
は
か
な
り
具
体
的
に
議
論
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

中
間
報
告
会
及
び
今
後
の
修
正
打
ち
合
わ
せ
会
実
施

5
月
初
日
(
日
)
午
後
2
時
よ
り

八
重
洲
富
士
屋
ホ
テ
ル
の
コ
ー
ヒ
ー
ラ
ウ
ン
ジ

先
の

3
名
に
柿
崎
氏
・
奥
田
氏
・
私
(
萩
原
)

中
間
報
告
及
び
検
討
内
容
の
確
認
と
今
後
も
各
自
仕
事
・
介

護
を
持
つ
身
の
た
め
頻
繁
に
集
ま
る
こ
と
は
で
き
な
い
た
め
，

メ
l
ル
等
で
意
見
交
換
し
な
が
ら
石
井
氏
・
一
井
氏
・
増
田
氏

で
よ
り
よ
い
方
向
に
進
め
て
行
く
こ
と
と
，
今
年
の
会
誌
に
つ

い
て
は
奥
田
氏
・
萩
原
氏
で
進
め
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。
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会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
も
こ
の
特
集
を
お
読
み
に
な

っ
た
後
，
何
か
い
い
ア
イ
デ
ィ
ア
あ
り
ま
し
た
ら
是
非
ご
一
報

を


